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システムはFig．1に示すものであるが，理想的には吹付  

機に至るベルコンをプレミキサーとして，ここでプリ  

ウェット水（1次水）を添加樅拝し，ノズルで2次水を  

添加するようなシステムが望ましい。   

工法の効果として，プラントを不用とする他，一種の  

SEC効果が生じて材料が均一に混合され水和する結果，  

粉じん発生量の減少も上げられる。  

2．実験内容  

実験箇所はAトンネル（立坑と横坑の取付部，立坑の  

直径約8m），Bトンネル（道路トンネルの上半で）で，  

測定項目は次の4項目である。  

①リバウンド率  

②浮遊粉じん濃度（相対濃度および質量濃度）  

③一軸圧縮強さ（プルアウト含む。7日強度と28日強度）  

④吐出量  

Tablelに実験一覧表，Table2にプレミックス材の配  

合を示す。Tablelの水量に関する欄は，実験後に使用水  

量から計算したものである。Bトンネルでは全配合に溶  

液型の粉じん抑制剤を混合した。   

各配合について原則として3バッチ（1バッチは約  

0．3m3）の吹付を連続して行い，最初の1バッチは試し吹  

き，次の1バッチで粉じん濃度を測定し，最後のバッチ  

でリバウンド率の測定とコア箱への吹付けを行った。B  

トンネルの23～27バッチは，連続して吹付けた。   

次に各測定項目の測定方法を記す。  

（ヨリバウンド率   

Bトンネルの23～27バッチを除いて側壁に吹付け，  
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日強度の分は3日目にコアボーリングし，28日強度の分  

は20日目にコアボーリングした。プルアウト試験は，  

1，6，24時間経過後に実施した。  

（彰吐出量   

各配合とも吹付け量が決まっているので，吹付け時間  

から吐出量を求めた。   

上記の他に，水圧，プリウェット水（1次水量），2次  

水量を測定した。水量は水道用の量水計とドラム缶を利  

用したタンクの水量でチェックした。  

シートの上にはね返った材料を土のう袋に入れヘルス  

メーターで計算した。  

②粉じん濃度   

吹付け箇所から約5m程度の距離で，光散乱式デジタ  

ル粉じん計とローポリユウムサンプラで併行測定した。  

デジタル粉じん計は，1分毎に連続記録した。  

③圧縮強さ   

Aトンネルでは，吹付け了日後に全数コアポーリング  

し，以降水中養生とした。7日強度と28日強度を測定し  

た。Bトンネルでは，坑外でシート養生（8月）し，7  

Tab［el－1Aトンネルにおける実験一覧表  

プリウェ  
試験番号  セメント量  全水量  

ット水量   W／C  プリウェ ット率  W2／C  吐 出量  備  考   

′く  
①   ②   ③   ④   ②／①  ⑨／②  ④／①  m3／h  

チ穀  

2－1－1  92．95  59．8   9．3   50．5   64，3   15．5   54，3   4．0  

2  2－1－2  92．95  39．3   8．4   30，9   42．2   21．2   33．2   4．2  

3  2－1－3  92．95  37．0   8．4   28．6   39．8   22．6   30．8   4．9  

4  3－1－1  92．95  42．8   12．5   30．3   46．0   29．3   32．6   4．8  

5  3tl－2  92．95  42，6   12．5   30．1   45．8   29．4   32．4   4．6  

6  3－1－3  92．95  44．9   13．9   31．0   48．3   31．0   33．4   4．8  

7  4－1－1  92，95  45．5   18．5   27．0   49．0   40．7   29．0   5．0  

8  4－1－2  92．95  46．9   18．5   28．4   50．5   39．5   30．6   4．9  

9  4tlt3  92．95  48．1   18．5   29．6   51．7   38．5   31．8   4．6  

10  5－1－1  92．95  43．6   23．2   20．4   46．9   53．1   21．9   4．8  

5－1－2  92．95  46．7   23．2   23．5   50．2   49．6   25．3   4．7  

41．4   51．9   5，0   
粉じん抑制剤  

12  4－2－1  92．95  44．8   18．5   26．3   48．2  
粉末添加   

13  4－2－2  92．95  48，0   18．5   29．4   51．6   38．6   31．6   4．7   

14  4－2－3  92．95  46．8   18．5   28．3   50．3   39．6   30．4   4．6   

15  4－2－1  92．95  45．1   18．5   26．6   48．5   41．1   28．6   4．8   
粉じん抑制剤  

推体添加   

16  4－2－2  92．95  45．5   18．5   27．0   49．0   40．7   29．0   5．0   

17  4－2－3  92．95  47．4   18．5   28．9   51．0   39．1   31．1   4，8   
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Tablel－2 Bトンネルにおける実験一覧表   

プリウ工  
試験番号  セメント韻  仝．水誌  

Wノ′／ノC  プリウェ  
ット率   W2′／′ノC  叶 廿一 星  備  考   

ソト水葺   

4－1－1  92．95  42．7  13．7  29．0  45．9  32．1  31．2  6．5  

2  4－1－2  92．95  53，3  13．7  39．6  57．3  25．7  42．6  5．4  

3  4－1－3  92．95  50．7  13．7  37．0  54．5  27．0  39．8  4．6  

4  6－1－1  92．95  39．1  20．6  18．5  42．0  52．7  19．9  4．8  

5  6－1－2  92．95  41．7  20．6  21．1  44，8  49，4  22，7  4．8  

6  6一卜3  37．18  13．7  8．2   5．5  36．8  59．9  14．8  4．9  

7  3－1－l  92．95  44．6  10．3  34．3  48．0  23．1  36．9  5．0  

8  3一卜2  92．95  47．3  10．3  37．0  50．9  21．8  39．8  5．0  

9  3一卜3  55．77  20．7  6．2   14．5  37．1  30．0  26．0  5．5  

10  5－1tl  92．95  41．0  17．2  23．8  44．1  42．0  25，6  4．9  

5－1－2  92．95  43．8  17．2  26．4  46．9  39．4  28，4  4．7  

12  5－1－3  55．77  28．8  10．3   18．2  51．6  35．8  32，6  4．7  

4－2－1  92，95  48，0  13，7  34．3  51．6  28．5  36，9  4．9  

14  4－2－2  92．95  45．4  13．7  31．7  48．8  30．2  34．1   4．9  

4－2－3  55．77  20．1  8．2  11．9  36．0  40．8  21．3  4．9  

16  5－2－1  92．95  46．3  17．2  29．1  49．8  37．1  31．3  4．7  

5－2－2  92．95  43．6  17．2  26．4  46．9  39．4  28．4  4．8  

18  5－2－3  55．77  28．8  10．3  18．5  51．6  35．8  33．2  4．7  

4′－2－2  92．95  59．2  16．9  42．3  63．7  28．5   45．5  5．1  

20  4’－2－3  55．77  39．l  10．0  29．l  70．1  25．6  52．2  4．8  

5r－2－2  92．95  66．3  21．4  44．9  71．3  32．3  48．3  4．8  

22  5’－2－3  55．77  32．7  12．9  19．8  58．6  39．4  35．5  4▲7  

23  

24  

371．8  226．9  85．6  141．3  6l．0  37．7  38．0  4．7  

25  

26   

27  5■－2－3  92．95  61．0  21．4  39．6  65．6  35．1  42．6  4．3  

4－は計画W／C＝60％，プリウェット率40％  

5■は計画W／C＝60％，プリウェット率50％を表わす。  

Table2 プレミックス材の配合  

急結剤  

W／C  
1m3あたりの所要材料（kg／m3）  

×C  
C   

（％）   

W   S   G   Q   

50  65．8  5   328  164  1，202  656  16，4  
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3．実験結果と考察   

①リバウンド率   

プリウェット率（全加水量に対するプリウェット水の  

比率）との関係をFig．2に示す。35％付近にリバウンド辛  

が最小の点が見られ，粉じん抑制剤を添加した方がリバ  

ウンド率が低下することもわかる。今回の実験結果は比  

較的水セメント比が小さかったため，リバウンド率も人  

きめである。スペースの都合で記せないが，今回の実験  

結果からも文献からも，水セメント比が増大すればリバ  

ウンド率が低下することがわかっている。  

②粉じん濃度   

Fig．3にプリウェット率と相対粉じん濃度の関係をホ  

す。水セメント比との関係で必ずしも抑制剤を混入した  

ものが低濃度とはいえないが，粉じん抑制剤の効果は明  

らかであろう。粉じん濃度はプリウェット率が30－40％  

で最′川在をホしている。この時の∬値は，当社の実績の  

2－3情の0．6～0．7であった。図の相対濃度に肯値をか  

ければ質量濃度力す求まる。別に測定した質量濃度の最小  

佃は 4．50mg／mであった。  

③J一端強さ   

Fig．4にプルアウト試験の結果をあわせて，Bトンネ  

ルにおける材令と圧縮強さの関係を示す。28日強度まで  

は，片対数グラフでほぼ良縁的に強度が増加することが  

わかる。このl又lから判断する限り，水セメント比の影響  

もほとんど見られず，粉じん抑制剤による強度低Fも，  

側壁部，アーチ部による強度の差も見られない。プリ  

ウェット率の人小による強度差もないようである。  
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Fig．4 拝縮強度と材令の関係（Bトンネル）  
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4．まとめ  

プリウェット効果の墟矧ま不明だが，最適プリウェッ  

ト率で粉じん抑制剤を併用すれば，リバウンド率，粉じ  

ん濃度ともに低下することがわかった。今回の実験結果  

によると水セメント比による圧縮強さの差が出ていない  

ので，水セメント比をさらに大きくして，粉じん濃度，  

リバウンド率をさらに低下することも可能と考えられる。  

実験時にご協力戴いた，両トンネルの所長以下の皆様に  

探，i射致します。  
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Fig．2 リバウンド率～プリウェット率の関係  
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Fig．3 相対粉じん濃度～Wl／Wの関係  
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